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2050年までにカーボンニュートラル��を�現するためには、再エネ電����⼤を�える�電�の��に�え、�電�を構成する��からの温��果ガス��削減も必�です。このような流れを受け、開閉��ではSF6ガス（六フッ�硫⻩）を使⽤しないSF6フリー技�への�⾏が��している。このような状況を踏まえ、��者は、黎�期からSF6フリー開閉��の開発に従事してきました。���では、�界�の�電圧向けSF6フリー開閉��の�⽤�を成し�げた研�・開発における苦労や成果に�点を当てるとともに、�年、�⽶を中�に��されているSF6�制と、それに��するSF6フリー開閉��の��開発動向について��する。
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カーボンニュートラル���現に向けた
SF6ガス�制の動向と、黎�期におけるSF6フリー開閉��の開発および��の開発動向
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　アンケートのご協力お願いします
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